
間A昔日本海中部の深愛地震に就て
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昭和 6年 4足 21日 9時 2分頃輪島の西北西約250粁の沖合に営る日本

海中部にかなりの規模の深護地震が起った。震央は東経 1340.2，北緯38.
0
，5で

震源、の深さは約 350粁ι求められてゐ20
震央は日本海の中音~にあるにか L はらす=震動を人鰭に感じたのは太平洋側の

策 1国震度分布国 1iJll降附近，宮古附近及び闘東地

や/明日A

o 500/{.品. ・

方の諸所であり(第1表及び第

1園)，震度は何れも微震乃至軽

震程度で典型的な異常震域の現

象を示してゐる O

焦 1表震度表

軽震;筑波山

微震 IJ、名潰，柿岡，宮古，釧路，

〈銚子管内〉勝浦

此の地震の議震機構に就ては

震源に於ける主摩力の方向が水

平で N600"Y~S600E の方向に

ι 向いてゐるととが示されてゐる

が，本地震波動の定量的研究は

未だ行はれてゐ友い様であるから，ヨたに特広主としてP波初動の振幅及び振動

方向の分布並びに護震機構に閲する簡単た計算を行った結果を述べる。

(1) 本多 Geophys.Mag. '8. 179--185. ];えぴ和達;同 305-~25 による o

倫B.Gutenberg & C.，F. Richter; Bull. Geol.， Soc. Amer. 49.. 249:-288.には
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震央は 133"":::"E.380~N. 震源の深さは 320 粁としてゐる。4-- 4 

くの本多・正務;験、震時報 11.183---216
(3) 震央距離及び震央に劃する観測所の方位角等の計算に際しては震央を 134012'E，
38030・N 2:，した口
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第 2固に各地に於ける P波初動賞測値の水平成分の分布を矢印で、示す。震央〆

を過る N750E-S750vV及び N150vV-S150E の二つの直線を P波節線としp

之等によって直分された四象限りうち北東及び南西の二象限ではP波初動は密

波で，南東象限では疎波であるO 北西象限には観測値が無いから如何とも云へ

ないが疎波の直域であると仮定しゃう。

第 3園は一般に深登地震の震源Oを中心とする小さな球面を表はすものと

する。

震源を原黙とし UPlを極軸とする球座擦を ηθ，p とすると，任意の方向 S

(0， p)に射出され!る P波の振幅の方位による分布は sin20cospによって表

事 2固賞測 P波初動分布固く水平成分〉
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集 3 固 される。、之を OP2を極軸とする座標 S(θ， 

fþ) と沿き代へると sin~θs1n2tI>と左 ~o

第2国の貫測P波初動分布固から此の場合

UPzは鉛直に上方に向き，p=oの鉛直面は

N15
0
W に向いてゐると考へちれるo地表に

於て観測されるべき P波初動の振幅(水平成

分と上下成分との合成値〉は

集 4園 P波初動の7k平成分と上下成分の合成.値の

賃測値と計算値との比較
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2 ・f・~psin2θsin2P， 42-V鉱窓
によって奥へられる。水平及び上下の成分が共に明瞭に観測された長野・彦根

.・・・等9個所の値を参照して

~p = 0.65 X 105C1ll2 

として計算した値を第4園に破線の矢印で示す。同国の賓線の矢印は水平及び

上下の成分の賃測合成値である。二三の喰遠ひはあるが貴測結果の太勢は計算

結果によって大韓説明される。

策 2表 P波初動の計算

震距
央
離 ヰ方
とよりの

φ 
観測所

位角
θ dラ。W)sin2θsin2!P f 2fsin2θs泊施

km 
126 。 46 。 141 

km-l km-l 
伏木 315 - .506 34.5xl0-4 -35:0xlO-4 

長野 415 121 55 136 一 .670 29.0 ; -38.8 
岐阜 406 145 55 160 一 .431 29.5 -25.4 

彦根 402 152 54 167 一 .286 29.5 -16:8 

松本 417 125 56 140 一 .677 29.0 -39.2 

遁分 454 121 59 -136 一 .733 27.5 -40.4 

測本 465 172 60 187 +.182 27.0 + !1.8 

多度津 471 185 60 200 + .482 27.0 +26:0 

踊島 554 96 '66 111 一 .559 23.5 -26.2 

三島 567 130 67 145 一 .797 23.0 -36.6 

松司山 536 194 65 209 + .696 24.0 +33.4 
ぞ

徳 島 493 177 62 192 + .317 26.0 +16.4 

銚子 660 114 73 129 一.894 20.0 -35.8 

熊本 706 208 75 223 + .931 18.5 十34A

函館 663 55 73 70 + .588 20.0 十23.6

1宮 崎 775 200 79 215 + .906 15.0': +27.2 

長崎 751 213 78 228 + .951 16.0 +30.4 

札幌 788 48 79 63 + .780 14:.0 +21;8 

(1) 本多，伊藤強震時報 11.-，1-:27 
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紫 3表 P波初動の賃測値と計算値との比較

質 測 値

(計111算お値) 観測所
.・ N E Z 合成値

伏 木 1+ [) μ - 13 μ 
μ μ 

- 22μ .8 .- 一
長 野 + 10.3 - 15.0 - 17.8 25.5 一 25.2 、、、

岐 '阜 + 5.7 - 3.6 ー 一 一 16.5 

彦 根 + 11 一 9L  - 25 28.8 一 10.9 

本公 本 + 5 - 10 ， 一 一 - 25.5 

遁 分 + 20~5 - 10.6 一一 一 26.3 

測 本 一 1.8 一 1.0 + 1.1 2.3 + 6.4 

多度津 - 4 + 3 一 + 16.9 

踊 島 + 1.1 .ー 9.7 ァ 16.7 19:3 一 17.0 

一一一 島 + 4 一 4 - 8 9.8 一 23.8 

手会 山 一 1.5 一 2 ? +. 9.7 10.0 +. 21.7 

徳 島 + 4 一 2 一 + 10.7 

銚 子 + 4 一 4 一
.. 

つ

貴島 本 - 12 一 5 十 32 34.5 十 22.4

函 館 + 5 + 10. 十 15.3 

宮 時 - 12.5 十 1.0 + 10.0 16.0 十 17.7 

長 崎 - '7.0 一 3.5 + 8.8 11.8 +M8|  

キL 幌 一 一 十 6.0 一 + 14.2 
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